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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
副腎皮質ホルモンやACTHが胸管 リンパ内細胞数を減少せしめ, 副腎創出がそれを増加さすことが知
られているが, 本実験の特質は胸管人工 Fistelによって経時的に胸管 リンパを採取し, 放出リンパ球総
数を計測したことにある｡
体重200g内外の Wistar系雄ラットを用いて副腎摘出群と非摘出 Sham operation 群に分けて胸管
放出リンパ球総数を経時的に調べると, 20分刻み160分までの変化として摘出群ではリンパ球総数は急激
に増加する｡ これはリンパ流量の変化に基づくものではなく, 主として1mm3 リンパ中の細胞数の増加
によるものである｡
次にこれら別出群および非別出 Sham operation 群に対して, それぞれ50% あるいは, 5%ブドウ糖
液を体重100g 当り0.5m1, 右頚静脈に注射し経時的に胸管 リンパを採取した｡ その結果,50%ブドウ糖











こと, および50%または5%ブドウ糖液注射などによって早期し, 一過性の修飾はあるが, その後の変化
に対しては本質的な影響をあたえるものではないことが判った｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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